
氏名 千原　美重子

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

最終学歴 京都大学大学院教育学研究科博士課程単位取得満期退学

取得学位 教育学修士

所属学会
日本心理臨床学会、日本理学会、日本教養心理学会、日本発達心理学会、
関西心理学会、滋賀県臨床心理士会

現在の専門分野 発達臨床心理学

研究課題 学校不適応行動への学校臨床活動の効果的な機能に関する研究

滋賀県総合教育センターの専門研究員として、H12～13年はビアーサポートの研究、
H14～15年は、アサーションの研究、H16年はストレス・マネージメントの研究、
H18年は、学校教育相談に関する研究－「カウンセリングマインドを生かした授業づくり」を
行ってきた。本年は、ビデオ教材の作成にも参加することができた。
また、奈良大学研究助成金で、「学校不適応行動生徒に対する学校臨床行動」の研究を行っ
た。

地域支援ボランティア活動を計画し、学生とともに地域支援を行った。
地域支援について、内外の研究者とともに交流を行い、その活動報告を「人として輝く」とい
う冊子にまとめた。
臨床心理学分野の先生方と協同して「現代社会と臨床心理学」とシンポジウムを開催し、
院生・学生の臨床心理学への視野を広げることができた。

奈良県情報公開審査委員、
奈良県子育て親子読本作成検討委員
滋賀の教育協議会委員
滋賀県総合教育センター「教育相談」専門研究員
滋賀県スクールカウンセラー配置事業連絡協議会委員
橿原市市民のための教育講演会講師、大津市子育て支援相談センター講演会講師

学生部長、学生指導委員長、人権委員長、就職委員、総合研究所運営委員、
国際交流委員、自己点検・自己評価委員、セクシャルハラスメント防止委員、
セクシャルハラスメント防止相談委員、学生相談委員、学生相談室運営委員、
奈良大学人権教育協議会事務局長
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概　　　　　　　要

（著書）

平成18年5月 昭和堂 今まで臨床心理学と発達心理学
が別個に論じられていたが、生
と死を扱う点では、接点が多
く、人間を発達臨床の観点から
論じたものである。（P219）

平成19年3月 奈良県福祉部こども
家庭局青年課

奈良県はニートの青年が多く子
どものときからの子育ての重要
性が指摘されている、12章にわ
たって子育てのエッセンスを書
いたものである。

（学術論文）

H19.3 奈良大学大学院研究
年報第12号21-30

カウンセリング・マインドを生
かした授業づくりのために、臨
床心理士いかに教師とタイアッ
プが出来るかを研究したもので
ある。

H19.3 奈良大学総合研究所
所報第15号49-58

（学会発表）

H18.11 堺市　女と男の
フォーラム

女と男のフォーラムで人間とし
て女も男も自分らしく生きるた
めの方略について発表したもの
である。

（その他）

H19.3 奈良大学人間関係学
科（地域支援活動）

院生や学生が1年間、学校等でボ
ランティアとして活動した結果
を報告書としてまとめたもので
ある。

H19.3 奈良大学学生相談室
報告書第13号（10-
12）


